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研究成果の概要（和文）：研究課題について、各メンバーが様々な分野の学会で研究発表を行なったほか、仏教学、社
会心理学、古代ギリシア思想の研究者を研究協力者として招き、意見交換を実施した。また、それぞれのメンバーが研
究課題についての論文や著書を刊行した。代表的なものとして、宮野真生子『なぜ、私たちは恋をして生きるのか』（
ナカニシヤ出版、2014年）、森川輝一他『政治概念の歴史的展開・第八巻』（晃洋書房、2015年）が挙げられる。

研究成果の概要（英文）：Every member made presentations in various academic conferences, and we organized 
round-tables on "Happiness and Time" with researchers of Buddhist thought, social psychology and ancient 
Greek philosophy. Our publications on this research topic include Makiko Miyano's Why We Fall in Love 
(Kyoto, Nakanishiya Shuppan, 2014) and Terukazu Morikawa (et al.)'s Historical Development of Political 
Consepts (Kyoto, Koyo Shobo, 2015).

研究分野：政治思想史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、心理学や経済学などを中心に、人々
の主観的な幸福感の測定をめざす学際的な
研究がさかんになり、その成果を政策決定に
活用する試みも始まっている。たとえば我が
国では、内閣府経済社会総合研究所「幸福度
に関する研究会」によって、国民の「主観的
幸福感」を測定するための「幸福度指標試案」
が作成されている（平成 22年）。だが、幸福
を「主観的」でありながら測定可能な「幸福
感」として扱うとき、幸福の内実（幸福とは
何か）はどのように捉えられているのであろ
うか。幸福を意味する英語“happy”が
“happen”に由来するように、幸福とは偶然
訪れるものではないか。この「偶然」を刹那
的として捉えるのか、過去から未来への時間
の中で訪れ得る可能性として捉えるのか。あ
るいは、他者と居合わせる場において共にそ
の出来を目指し待つ僥倖と捉えるのか。この
ように、幸福を時間性という観点から問い直
すことが、幸福という概念の厚みと広がりを
取り逃すことなく哲学的探究を進める上で
必須の課題である、と考えられた。 
 
 
２．研究の目的 
 １の研究開始当初の背景にもとづき、幸福
をめぐる既存の論争枠組みを、時間性という
視座のもとで吟味する作業が必要であると
いう問題意識のもと、西洋哲学の思想的伝統
をはじめとする多様な思想的伝統の中で展
開された幸福論に関する比較思想史的研究
を行なうことが有効であると考えられた。そ
こで、本研究は、政治思想、近代西欧思想、
日本思想、中国思想、宗教思想を主たる軸と
位置づけ、それらの共通性と差異を明確にす
ることを通じて、現在という指標に偏重しが
ちな幸福概念を批判的に問い直し、多様な時
間性の観点から幸福概念の多層性を捉える
ことを目指した。換言すれば、本研究では、
幸福をめぐる比較思想史的研究を通じて、昨
今隆盛を極める心理学等の実証的手法によ
る幸福研究では扱い切れない幸福の側面、あ
るいは、そうした実証的手法が暗黙のうちに
前提している特定の幸福概念の枠組みを明
らかにしつつ、新たな幸福の哲学の構築に寄
与することが企図された。 
 
 
３．研究の方法 
（1）本研究は、政治思想、近代西欧思想、
日本思想、中国思想、宗教思想という五つの
思想領域において、幸福と時間性という問題
がどのように考えられてきたかを明らかに
し、相互に比較検討するために、五つのグル
ープを編成して研究を進めた。 
 
（2）政治思想領域：幸福を「状態」ではな
く「活動態」と捉えるアリストテレスの実践
的な政治概念が、現代政治思想に大きな影響

を与えることに着目し、政治的な実践の時間
的プロセスの中で幸福がどのように捉えら
れるのかを明らかにしつつ、幸福をめぐる時
間の多層性という視座から未来にも目を向
け、政治における未来の他者の幸福に対する
責任のありようを把握することを試みた。 
 
（3）近代西欧思想領域：近代西欧において、
良心の自由と多様な価値の平和的共存を基
礎づける原理として漸次形成された寛容概
念に着目し、寛容と幸福の思想的関係を明ら
かにすることを試みた。また、産業革命に伴
う社会構造の変化を背景に浮上した「富と
徳」問題を、幸福と時間性という観点から読
み解き、信用に基づく富の蓄積が国富として
公益につながるという新たな幸福観を、功利
主義への影響を視野に入れつつ検討した。 
 
（4）日本思想領域：日本では伝統的に、幸
福の基盤は、過去から未来へと連綿と続くも
のとしての家に置かれていたが、近代化に伴
う家の変質を契機に、時間の連続性への信頼
が急速に崩れ、幸福は瞬間の充実として求め
られるようになった。個人が他者との偶然的
な出会いのなかでいかに生き未来を目指し
得るのか、という問いに向き合った京都学派
の思索や近代日本文学を検討し、瞬間にとど
まらぬ幸福のあり方の捉え直しを行った。 
 
（5）中国思想領域：中国の思想伝統におけ
る、吉凶禍福は運命や偶然によるのではなく、
森羅万象を貫く自然法則に従い、禍福は事
物・事象間の相互関係より生起するという物
類相感説を検討し、中国の占術における幸福
の内実について、特に人の相貌から禍福を判
断する相術の書を、陰陽、五行、八卦等の時
間概念を内包した操作概念との関連で分析
し、中国の思想伝統における幸福論の構造を
考察した。 
 
（6）宗教思想領域：誰もが幸福を目指すこ
の世界になぜ不幸があるのか、という問いは、
世界を創造した神を想定する諸宗教におい
ては神義論として、ヴォルテールやルソー等
のヨーロッパ啓蒙思想家を中心に論じられ
てきた。そこにおける、終末における不幸な
生の救済、という救済論の時間的構造を視野
に入れつつ、人間的な時間とは異なる時間性
から幸福を捉える宗教思想を検討し、幸福概
念の背後にある不幸な生という実存的次元
を明らかにすることを目指した。 
 
 
４．研究成果 
（1）各領域ごとに、以下のような研究成果
が得られた（その成果は、各グループ所属の
メンバーの論文、著書、学会報告等をつうじ
て発表されている）。 
 
（2）政治思想領域：幸福と時間性という観



点から政治思想の歴史を検討し、恒常的自然
との一致・調和、現在という瞬間における欲
望充足の反復、完了時制で語られる人生航路
の自己肯定、という三つの幸福概念が析出さ
れ、現代における主要な幸福観が基本的に第
二の幸福観に棹差すことが、市場経済のグロ
ーバル化という状況下における政治的実践
の自律性の喪失という現代政治思想喫緊の
問題と関連付けて、明らかにされた。 
 
（3）近代西欧思想領域：ベールやヴォルテ
ールらの近代寛容論の精査を通じて、幸福追
求の自由と他者との共存という課題の本質
的連関が解明され、また、ヒュームやスミス
などの 18 世紀英国思想において、人間共通
の目的・完成としての幸福から、個人が社会
のなかで個別に実現する幸福へと、幸福観そ
のものが展開を遂げたことが明らかにされ
た。 
 
（4）日本思想領域：人間の生と時間性をめ
ぐる九鬼周造や田辺元の思索を、個人という
新たな人間像を捉えようとする近代日本文
学の苦闘や、ジンメルら同時代の西欧思想の
展開との比較検討を交えて考察し、生の幸福
を他者との偶然的な出会いに見出す思考の
系譜が浮き彫りにされた。 
 
（5）中国思想領域：吉凶禍福を内面的な心
のありように還元せず、生の時間のなかで人
間が行う動態的な実践と相関的に捉える中
国の相術思想の特質が、その近世日本への伝
播ならびに独自の展開を含めて、明らかにさ
れた。 
 
（6）宗教思想領域：キリスト教思想におけ
る神義論を検討し、理不尽な不幸への抗議と
いう契機が現実世界の変革の論理ともなり
得ることを解明し、さらに、現世での幸福と
来世での至福との区別を根本的に問い直し、
その信仰構造がはらむ未来完了の契機に着
目して、現世を生きる人間の希望として幸福
を捉え直す理路が示された。 
 
（7）以上五つの領域の研究を通じて、本研
究では、異なる思想領域における多様な幸福
と時間性の捉え方が解明され、それらの比較
検討を通じて、全体として以下のような成果
が得られた。すなわち、幸福とは、第一に、
現在（いま）における幸福感に集約されるも
のではなく、複数の時間性のなかで重層的に
捉えられるべきものであること、また第二に、
個人の主観的な感覚に留まるものではなく、
自然や過去の記憶といった個人の意志では
変更できない要素や、予期せざる未来や他者
との邂逅という偶然性が交錯する地平にお
いて把握されるべきものであることが、明ら
かにされた。以上の成果は、近年の心理学的
な幸福研究およびその政策的応用という動
向に修正と再考を迫る意義を有していると

考えられる。なお、これらの研究成果は、『社
会と倫理』第 31 号（南山大学社会倫理研究
所）の特集「幸福論の諸相」として近日中に
公表される。 
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